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初級後半程度の日本語知識を持つ理系留学生が実際に行われている研究を知り、研究室を訪問してみ

ることで、専門分野の研究活動に近い形で日本語を使う体験ができるように、学内の研究テーマをも

とに科学読み物教材を開発した。そして、その教材を用いて研究室訪問の準備作業を行い、実際に研

究室を訪問してその成果を観察した。研究室訪問では留学生は積極的に質問を行い、説明者と留学生

双方に対するアンケー トでも訪問の成果は高く評価された。
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1.は じめに

九州工業大学の工学部は全留学生65名 程度のキ ャ

ンパスである。 日本語 クラスは学部生のクラスと補講

クラス3レ ベルの合わせて4レ ベルである。早い時期

からの専門日本語教育 として初級後半用の専門日本語

教育教材を開発 し、それを基に研究室訪問するとい う

形で専門教育 を体験する試みを行っている。そこか ら

生 まれた双方向のコミュニケーションについて報告 し

たい。

2.研 究室訪問

この教材開発の初期の目的は、補講クラスで学ぶ大

学院生 ・研究生が早い段階から専門の日本語に触れて

専門日本語の習得へ進むことができるようにというも

のであった。

工学系の専門日本語教育においての日本語教官と専

門教官との連携による恒常的な実践としては、日本語

教官と協同で専門の講義を受けるという形1)が報告さ

れているが、 ここでは、学内で行われている研究を取

り上げ、研究室 を訪問するという形で専門の場 との連

携を試みた。

研究室を訪問するというのは何 と言 って も臨場感が

あ り、工学部の場合、具体的な 「もの」か ら出発でき

る。実験装置やパソコン上の画像などを前に、これは

何か、何のための ものか、どういう仕組みなのか、 ど

こが工夫されているか、これによって何がわかるのか、

といった問いを出発点に、学習者の自発的な思考 と発

話を最大限活 性化させることができると考えられる。

また、専門の講義を受けるという形 よりも、訪問と

い う形のほうが、研究を している大学院生や教官 と積

極的に質疑応答 がで きて、双方向に話 しやすいのでは

ないかと考えた。

さらに、この研究室訪問の形は、自分の専門の場 に

留学生 を受け入れるので、専門教官 にとって負担が少

ない。我々日本語教育担当者にとって も、研究室での

学習者の様子 を観察 した り、どのように専門家が留学



生 とコミュニケーシ ョンを取るのかを観察できるよい

機会になると考えた。

3.教 材開発

まず、高校生向けのオープンキャンパス、本学の教

官が行 う中学校や高校での出前講義、社会人対象の公

開講座など、分か りやす く工夫 された講義 を活用 して

素材 を収集 した。その際、学生の興味を引きそうな研

究を異 なる分野から選んだが、研究室 を訪問すること

も考慮 して、話が上手で協力的な教官 を探 した。そ し

て、まず 「生 ゴミ革命」「スペースデブリ」 「小水力発

電」の3つ を日本語教材 として書 き下ろ した。

教材の レベルは、で きるだけ早い時期か ら使えるよ

うに初級後半用 とした。

教材本文は、一つの トピックにつき800語 程度の文

章2～7つ で構成 されてお り、研究の背景、内容、特

徴などを伝えるものである。講義のスクリプ ト、講義

のハン ドアウト、論文、著書 などをもとに書 き下ろし

た後、専門教官に目を通 していただいた。本文 に加え

て、発話や議論の素材にしようと、図表 をできるだけ

多 く使用 した。本文には語彙 リス トと文の形で答える

内容質問を用意 した。 また、語彙の使用力を高めるた

めに、語彙練習も付 した。(付録参照)

4.教 材の使用

作成した教材は、補講クラスの初級後半から中級前

期のレベルの補講クラスで使用した。本文を宿題とし

て各自で読ませておいて、授業の後半を割いて内容質

問に答え、理解を深めた。

また、中級から上級にかけての学部生クラスでは、

本文に加えて、関連するビデオや科学雑誌や新聞の記

事など生の資料を加えて、研究の背景となる事実や問

題点を深く考えさせ、研究室訪問に臨んだ。

5.研 究室訪問の評価

5.1研 究室訪問の実際

教材は2001年 秋から2002年 春 にかけて作成 し、研

究室訪問は同じく2001年 秋から開始 して2003年 夏ま

で各研究室を2回 ずつ と工場 を1回 、計7回 訪問 した。

訪問に参加 した学習者は、学部短期留学生、学部1年

生、学部3年 編入生、研究生、大学院生、研究者 と様々

なレベルの学習者である。7回 の うち、3回 の訪問時

には初級か ら中級 レベルと、それ以上の学部生 クラス

の2つ に分 けて訪問することがで きた。各回の参加者

は7,8名 から十数名である。訪問した際に説明者と

留学生にアンケートを行い、専門教官に個別に話を聞

いた。また、研究室訪問に同行した私達の観察も加え

て報告する。

5.2説 明者に対するアンケー トから

説明者は専門教官が1回 、その後は研究室の大学院

生が主であった。アンケー トで見学者の印象や、質問

について尋ねたところ、すべて留学生の熱心な質問を

高 く評価 していた。以下、抄録する。

・ 進んで質問をして くれたので説明 しやすかった

・ 説明を理解 した上で質問 して くれていることがよ

く伝わってきた

・ 専門的な質問ではなかったが一般の人が どんな疑

問を持つのか よく分かって勉強になった

・ ポイン トをついて質問されたので説明の しがいが

あった

・ 人によって研究に対する理解に差があって説明が

難 しかった

それぞれの研究室では2年 目に訪問 したとき、展示物

やパネルなど分か りやす く準備 して くれ、小クループ

に分かれて実験装置を一つ一つ説明して くれた。この

ときには実に様々な質問がでた。

5.3留 学生に対 するアンケー ト

アンケー ト結果 を分析すると、ほとんどの留学生が、

百聞は一見に如かずと、実際に訪問 した意義を認めて

いる。「教材 を読んでも、図を見ても、頭の中で想像 し

て理解するか ら分か りにくい。だけど、見学する場合、

機械 を実際に目の前で動かすので、印象が深 くて不明

な点があれば現場で聞 くこともできる し、教材 を読む

だけよりいいと思 う」 という学生の意見がそれを代表

する。

学生個人に対す る意義 として書かれた ものを見 ると、

・ 教材で新 しい言葉を知 り、それを説明で聞いて、

さらに質問に使 う、何度 も日本語 を使 ういい機会

になった(初 級学習者)

・ 実験のためにいろいろな装置をそろえて一生懸命

やるのが感動的だった(学 部学生)

・ 自分 もやってみたい感 じが した(短 期留学生)

・ 研究室の面白さを感 じた(学 部学生)

・ 自分の4年 生の時を想像で きるようになった。研

究課題がどんなものか分かった(学 部学生)

・ 実験装置を見て、詳 しい疑問が自然に出た(学 部



学生)

・ 学生さん達が熱心に研究する姿がよかった(短 期

留学生)

・ 自分の分野に自信を持って説明する学生の対応が

印象的だった(短 期留学生)

学部の学生は研究活動に触れた体験が大きかったこと

が伺える。大学院 ・研究生のコメントは研究の意義に

関するものが多かった。

5.4総 合的な評価

研究室訪問を重ねてみて、研究室側の対応が大学院

生を中心に考えられたものに変化 してきた。訪問の形

態や展示を考えて、より分かりやすく工夫して説明し

てくれたし、それによって、留学生との質疑応答が活

性化し、双方が相手のレベルを知って応答する実りあ

るものになっている。持っている知識を使って論理を

追って考え、発話していく場は研究活動への橋渡しと

なると考える。・またそこから、学部学生は自然に研究

に対する'`構えを感じ取っている。

専門教官の話を聞くと大学院生にとっても専門以外

の人に専門を分かりやすく話す大変よい機会になって

いるということで、今後も積極的な協力が期待できる。

5.5教 材に必要な条件

アンケー トか ら双方の意思疎通の程度を分析すると、

説明者が説明の ときに留学生のために配慮する点は、

話す速度 と語彙であった。そして、説明者 と留学生、

どちらもだいたいコミュニケーシ ョンできたと感 じて

いるが、留学生の多 くが専門的す ぎてわか りに くい点

もあったと回答 している。上級の学生で もその傾向が

ある。留学生の 日本語 レベルに応 じて説明 も詳 しくな

り、勢い専門的になって しまう面があるだろう。あま

りに専門的になってしまうと、留学生は話を聞 く意欲

を失 って しまう。

説明者は留学生が発 した質問から、留学生の専門知

識のレベルを知 る。 しか し、説明を聞いていて質問で

きるのは、説明のおおまかな部分が理解で きたときだ

けである。相互の コミュニケーションを促進するには、

研究の原理だけでな く、実験装置の大 まかな仕組み と

それを支える基本的な専門知識を与えておいて、留学

生が分からないところは質問で きる準備をしてお く必

要がある。逆説的だが、ある程度の知識を与えてお く

ことが、留学生が余裕 を持 って話を聞き、説明を専 門

的に しすぎない方法であるように思われる。

6.研 究室訪問の活用

研究室訪問の事後を活用するため、初級後半のクラ

スでは、研究室訪問の所感を短 く書かせ、一人ずつ発

表させた。研究の内容を分かりやすく説明した者もあ

り、研究室の様子に感動 したことなど、それぞれ自分

なりの発表をした。

学部生のクラスでは、教材本文で扱った小水力発電

に関連して、そのコアとなる地球温暖化や水力発電の

変遷について、グループに分かれ:てトピックを決め、

資料を探して、レポートにまとめる活動を行った。見

出しの作成や、引用のしかた、参考文献の書き方など、

レポー トをまとめるための指導をし、グループごとに

5分 程度の発表を行った。これは研究室訪問に至る準

備作業の一つとして行ったが、学生は初めて取 り組む

情報を収集してのレポート作成にとまどいつつも、レ

ポー トをまとめて発表を行い、質疑応答 を行った。

このような試みは、研究室訪問で得た知識の整理と

共に、日本語を使って新たな活動を行うのに非常に有

用であった。今後も様々な形で、皆で考え、討議する

場を作っていきたい。

7.お わりに

書き下ろした教材は、留学生が紹介 してくれた関連

する製品の説明文などを加え、2002年3月 に 『K正T

版科学読み物2002』 として印刷した。研究室訪問の場

でのコミュニケーションを最大限に活性化できるよう

に不足する部分を補ったり、適当な付属練習を付け加

えたり、新しい研究室を開拓 したりして、更新 しなが

ら長 く使っていく予定である。教材を作るためには専

門教官の助けが不可欠である。留学生が入れ替わって

訪問型連携を繰り返すごとに専門教官の留学生に対す

る理解 も深まるし、新しい研究を開拓 して教材を作れ

ば、留学生のことをよく知る教官や大学院生を増やす

ことができる。日本語担当者の側も、一度教材を作れ

ば研究が進んで新しいアイデアの実験が行われても追

いついていけるので、新しい教材を付け加えつつ今後

も継続して努力したい。
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英文要旨

      Using the research topics in our campus, we developed a science reading book for Japanese learners for 

the latter half of the beginner's course to provide them the experience of using Japanese in research activities. 

We use the developed science reading book in preparing for the visit to the laboratories. We actually visited the 

laboratories and observed the results. The foreign students did ask questions in the laboratory during the visit, 

and later, questionnaires were handed over to the guide of the laboratory as well as to the visitors. The survey 

showed excellent Pvn1untinn results


